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「府民躍動 雇用応援★夢プラン（仮称）」（中間案）に対する 

府民の皆さまからの御意見募集結果 
 

令和３年 12 月 21 日  

京 都 府 商 工 労 働 観 光 部 労 働 政 策 課  

（電話  075－ 414－ 5085）  

 

「府民躍動 雇用応援★夢プラン（仮称）」（中間案）について、府民の皆さまから貴重

な御意見をいただきありがとうございました。 

お寄せいただいた御意見及びこれに対する府の考え方を下記のとおり公表します。 

また、御提出いただいた府民の皆さまの御意見を十分に考慮し、「府民躍動 雇用応援★

夢プラン」をとりまとめましたので、あわせて公表します。 

 

記 

 

１ 意見募集期間 

  令和３年１０月５日（火）～令和３年１０月３１日（日） 

 

２ 意見提出者数（提出意見数） 

１５名（２８件） 

 

３ 意見の要旨とこれに対する府の考え方 

裏面のとおり 

 

４ 府民躍動 雇用応援★夢プラン 

別添のとおり 
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「府民躍動 雇用応援★夢プラン（仮称）」（中間案）に対する 

府民意見の要旨及びこれに対する府の考え方 

※ 以下、「府民躍動 雇用応援★夢プラン（仮称）」を「プラン」と表記する。 

項目 御意見の要旨 府の考え方 

全体 プランの中に聞き慣れない言葉

が出てくるため、注釈が必要に思

う。（ダイバーシティ、アウトリーチ

型、ＸＲなど） 

御意見を踏まえ、本プランの巻末 

に解説を記載いたします。 

 

全体 

Ⅰ 策定趣旨 

３つの計画を１つに統合した総 

合的な雇用計画という視点に賛同

する。コロナ禍において、時宜を得

た、効果的な雇用対策を切望する。 

 御賛同いただきありがとうござ 

います。コロナ禍で、特に非正規雇 

用労働者や女性などの立場の弱い

方々への影響が大きいことを踏ま

え、セーフティネット強化や就労支

援を強化しつつ、今後も時宜を得た

雇用対策に努めてまいります。 

全体 

Ⅰ 策定趣旨 

 

職業能力開発計画は、他の計画と

統合せず、個別に策定すべきであ

る。 

３つの計画を統合した総合的な

プランを作成することで、より一層

実効性のある取組を行うことがで

きると考え、統合したものです。 

Ⅱ 現状・課題設定 現状が述べられていないばかり

か、それらの分析に基づく課題設定

となっているのか、この中間案では

判断できないため、あらためて中間

案を再提案してください。 

現在の雇用を取り巻く現状・課題 

を洗い出した上で、外部有識者によ

る会議において議論を重ね、本プラ

ンを策定しているところです。 

Ⅱ 現状・課題設定 

「京都府の民間企業

の障害者雇用状況」

の説明（P3 上段） 

民間企業の障害者雇用状況の説 

明が、他の箇所の説明と書きぶりが

異なるため合わせた方が良いので

はないか。 

＜該当部分＞ 

雇用者数 9,919.0人 

【身体 63.1％、知的 23.3％、精神

13.6％】 

実雇用率  2.24％     

雇用率達成企業割合 53.1% 

御意見を踏まえ、次のとおり修 

正いたします。 

「京都府の民間企業における障害 

者雇用の状況については、雇用者数 

9,919.0人で、障害種別による割合 

は身体 63.1％、知的 23.3％、精神 

13.6％である。 

例年実施している６月１日現在 

の障害者の雇用状況については、令

和２年京都府の実雇用率は 2.24%、

法定雇用率(2.2％<令和 2 年 6 月 1

日当時>)を達成している企業の割

合は 53.1%である。」 
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Ⅱ 現状・課題設定 

「障害種類別 障害

者の職場定着率（全

国）」（P3 下段） 

 

 

 

 

期間１年以内の職場定着率のデ 

ータを用いているが、もう少し長い

スパンで判断するデータが必要で

はないか。 

 

御意見を踏まえ、現在の短期的

なデータに加えて、次の長期的な

データを記載するとともに、キャ

プションを修正いたします。 

【長期的データの追加】 

（平均勤続年数） 

  障害種別    平均勤続年数 

 身体障害者 10年２カ月 

 知的障害者 ７年５カ月 

 精神障害者  ３年２ケ月 

 発達障害者  ３年 4ケ月 

出典：平成 30年度障害者雇用実態

調査（厚生労働省） 

【キャプションの修正】 

「ハローワークから就職した障害

者の職場定着状況について、身体

障害や知的障害の場合は比較的安

定しているのに対して、特に、精

神障害については、定着が困難な

状況にある人が多いと言える。」 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

 

 

コロナ禍で、従来にもまして非正 

規雇用労働者や女性、ひとり親な

ど、弱い立場にある者にしわ寄せが

来ているので、支援をお願いした

い。 

誰もがいきいきと働くことがで 

きる環境整備や京都ジョブパーク

のアウトリーチ型メニューの提供

などを通じて、働きたい気持ちに寄

り添った支援を引き続き実施して

まいります。 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

 

若者が安心して、子どもを産み、 

育てるためには、非正規雇用から、

より安定し、継続的なスキルアップ

が期待できる正規雇用に転換する

ことが大切で、効果がある。この視

点で、雇用対策に努めてほしい。 

本プランでは、「正規雇用者数」を

指標に掲げ、引き続き安定雇用に向

けた取組を推進してまいります。 

 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

 

高校生や大学生をはじめとする 

若者の府内就職率の向上が課題と

されているが、特に人口が減少し、

若者の流出が著しい北部地域にお

ける対策を強化してほしい。 

 

本プランにおいて、府北部地域の

働く魅力情報の発信や舞鶴工業高

等専門学校やポリテクセンター京

都、ポリテクカレッジ京都等の高度

技術系人材養成機関と連携した京

都企業の人材確保対策を盛り込ん
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でおりますが、今後、施策を具体化

する中で、北部対策をさらに強化し

てまいります。 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

 

 

京都ジョブパークの合同就職説

明会は民間より知られていないよ

うに思うが、オンラインの手法も取

り入れ、効果的な説明会になること

を期待する。 

 

京都ジョブパークでの企業説明 

会は、リアル型に加え、オンライン

特化型やリアル型とオンライン型

を併用するハイブリッド型など、コ

ロナ禍の影響を配慮した手法も取

り入れて開催しております。専用サ

イトをはじめ、大学等、教育機関を

通じた周知等を強化し、今後も多く

の方々にご参加いただけるよう取

り組んでまいります。 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

（３）女性、障害者を

はじめとするインク

ルーシブなタイバー

シティ環境の整備・

促進 

②働く女性の就労継

続に向けた支援 

育児休業から復帰して、他の職員 

の方と同じように働くことに苦労

したので、育児休業期間中の支援や

段階的職場復帰プログラムなどは

とても有意義な取組だと思う。 

時間的、場所的な制約を受けやす

い育児休業からの復帰職員が、気兼

ねなく仕事ができ、その後の職場定

着につながるよう、本人のみならず

企業に対しても職場復帰プログラ

ムを実施し、働く女性の就労継続に

向けた支援に取り組んでまいりま

す。 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

（３）女性、障害者を

はじめとするインク

ルーシブなタイバー

シティ環境の整備・

促進 

③障害者雇用の促進

に向けた企業への支

援 

④精神障害者等の就

労の場の創出と就労

継続に向けた支援 

「オープンダイアローグ」は、医学 

用語で、統合失調症患者の治療のた 

めの手法である。治療の段階から主 

治医も交えて対話をされるのか。 

御意見を踏まえ、治療の手法と誤 

解されないように、労働版オープン

ダイアローグ」という表現に修正

し、「労働版オープンダイアローグ」

の注釈を記載いたします。 
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Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

（３）女性、障害者を

はじめとするインク

ルーシブなタイバー

シティ環境の整備・

促進 

テレワークやデジタル化の進展 

は、障害者や引きこもりの人などの

就労や活躍の場が広がることにつ

ながると思うので、精神障害者等の

就労の場の創出支援や働きづらさ

を感じている人への支援を頑張っ

てほしい。 

京都府テレワーク推進センター 

と連携した在宅ワークの準備を進

めていただける共同サテライトオ

フィスの開設、障害のある学生のイ

ンターンシップやICTの活用などに

より、新たな職域の拡大に取り組ん

でまいります。 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

（３）女性、障害者を

はじめとするインク

ルーシブなタイバー

シティ環境の整備・

促進 

④精神障害者等の就

労の場の創出と就労

継続に向けた支援 

はあとふるプランでは、障害者雇 

用の創出として農福連携事業と連

携した取組が書かれていたが、農福

連携や伝福連携は今後どのように

取り組まれるのか。 

引き続き、農福連携事業と連携し 

た取組を実施することとし、障害福

祉事業所等の農業への取組である

農福連携をまず進め、伝福連携の取

組にも広げてまいります。 

御意見を踏まえ、「京都式農福連

携事業等と連携した新たな障害者

雇用の創出」を追記いたします。 

Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

（３）女性、障害者

をはじめとするイン

クルーシブなタイバ

ーシティ環境の整

備・促進 

 

プランに記載の次の項目につい

て府庁での実施状況、または、今後

実施する場合はその目標年度を答

えてほしい。 

＜８ページ 働く女性の就労継

続に向けた支援＞ 

① e ラーニングの活用による育

児休業期間中のキャリアア

ップ、スキルアップ支援 

② コアタイムのないフレック

スタイム制度 

③ テレワークやサテライトオ

フィス等を活用した「段階的

職場復帰プログラム」 

＜８ページ 精神障害者等の就

労の場の創出と就労継続に向け

た支援＞ 

④ 障害のある学生のインター

ンシップ 

京都府庁におけるダイバーシテ 

ィ環境等の整備にかかる状況は次

のとおりであり、今後も必要な取組

を進めてまいります。 

 

 

① e ラーニングの活用による育

児休業期間中のキャリアア

ップ、スキルアップ支援【実

施済】 

② コアタイムのないフレック

スタイム制度【実施していな

い】 

③ テレワークやサテライトオ

フィス等を活用した「段階的

職場復帰プログラム」【実施

済】 

④ 障害のある学生のインター

ンシップ【実施済】 
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Ⅳ-1 雇用の安定・

確保について 

（３）女性、障害者

をはじめとするイン

クルーシブなタイバ

ーシティ環境の整

備・促進 

 

Ⅳ-2 企業の人材確

保と誰もが働きやす

い職場環境の整備に

ついて 

（２）「新しい働き

方」による雇用創出

と働き方改革の推進 

プランに記載の以下の数値の、府

庁での現在の値、今後の目標値をお

答えください。 

⑤ 府庁での障害者雇用状況（３

ぺージ関連） 

・身体障害者（現在の値  人、

目標値  人） 

・知的障害者（現在の値  人、

目標値  人） 

・精神障害者（現在の値  人、

目標値  人） 

・実雇用率（現在の値  ％、 

目標値  ％） 

⑥ テレワークの実施状況（４ペ 

ージ関連） 

（現在の値 ％、目標値 ％） 

 

 

 

⑤ 府庁での障害者雇用状況（令 

和２年６月１日現在） 

・身体障害者（現在の値９２人、

目標値 設定していない） 

・知的障害者（現在の値９人、 

目標値 設定していない） 

・精神障害者（現在の値５人、 

目標値 設定していない） 

・実雇用率（現在の値２．６０％、

目標値 ２．５０％） 

⑥ テレワークの実施状況（９月 

２４日時点） 

（現在の値５６．８％、目標値  

７０％） 

Ⅳ－2 企業の人材

確保と誰もが働きや

すい職場環境の整備

について 

（１）人手不足対策

の強化 

①福祉や建設分野を

はじめとする人手不

足が顕著な業種への

支援の強化 

介護・福祉分野における人手不足

について、介護・福祉職員を支援す

る事務職員の配置・体制強化や、非

正規職員の正規雇用化、雇用継続に

努力している介護・福祉施設への支

援、福祉法人間の連携協力への支援

などが必要。 

 人手不足が顕著な業種への支援 

の強化が必要であることは本プラ

ンに記載のとおりですが、いただい

た御意見も踏まえ、今後、具体的な

取組を進めてまいります。 

 

Ⅳ－2 企業の人材

確保と誰もが働きや

すい職場環境の整備

について 

（１）人手不足対策

の強化 

①福祉や建設分野を

はじめとする人手不

足が顕著な業種への

支援の強化 

建設現場における人手不足につ

いて、厳格な運用が求められる建設

キャリアアップシステムの制度の

あり方検証や、ひとり親方の作業に

対する正当な評価・労務災害防止、

女性就業者が安心して働ける環境

整備、長時間労働の是正などが必

要。 
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Ⅳ-2 企業の人材確

保と誰もが働きやす

い職場環境の整備に

ついて 

（１）人手不足対策

の強化 

①福祉や建設分野を

はじめとする人手不

足が顕著な業種への

支援の強化 

人手不足が顕著な業種への支援 

強化では、学び直しなどの求職者支

援だけでなく、働きやすい職場環境

づくりに向けた事業者への支援も

含めた双方向のアプローチ対策が

重要であり、具体的な取組を記載し

てはどうか。 

御意見を踏まえ、次のとおり追 

記いたします。 

「人手不足の業種には、社会保険労

務士、中小企業診断士による職場

環境の改善、ブランディングをサ

ポートし、企業の魅力発信を行う

とともに、働きやすい環境が整備

された企業による企業説明会を

開催するなど、求職者とのマッチ

ング・定着を支援」 

Ⅳ-2 企業の人材確

保と誰もが働きやす

い職場環境の整備に

ついて 

ブラックな働かせ方をする企業

の労働環境を改善してほしい。 

京都府では、全国に先駆けて、京 

都府、京都市、京都労働局の行政 3

機関からなる京都ブラックバイト

対策協議会を平成28年に立ち上げ、

対策に取り組んでいるところです。 

 引き続き、京都府社会保険労務士 

会によるアドバイスや補助金等に 

より中小企業の就労環境の改善に 

向けた取組を支援してまいります。 

Ⅳ-3 京都産業を支

える人材の育成につ

いて 

（２）人生 100年次

代における生涯現役

活躍に向けた支援

（リカレント教育

等）の強化 

①生涯現役を促進す

る就労機会の確保 

就労分野での高齢者の活躍に、シ

ルバー人材センターは欠かせない

ので、プランに盛り込むべきであ

る。 

御意見を踏まえ、高年齢者等の雇

用の安定等に関する法律に基づき

設置されたシルバー人材センター

はもとより、高齢者の就労機会の拡

大に取り組み、地域に根ざした活動

をしている NPO との連携も必要と

なることから、次のとおり追記いた

します。 

「高齢者の柔軟かつ多様な働き方

を支援する就労機会の拡大に向

けて、京都府元気シニア活躍協議

会やシルバー人材センター、NPO

など関係団体と連携した取組の

実施」 

Ⅳ-3 京都産業を支

える人材の育成につ

いて 

（２）人生 100年次

代における生涯現役

新聞や TVでもデジタル社会や DX

という言葉がよく出てくるが、中高

年齢者でも、技術についていけるよ

う、研修機会を増やしてほしい。 

 御指摘の点は、本プランに記載し

ており、具体的な取組に反映するよ

う、努めてまいります。 
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活躍に向けた支援

（リカレント教育

等）の強化 

②生涯現役クリエイ

ティブセンターの機

能強化 

Ⅳ-3 京都産業を支

える人材の育成につ

いて 

（３）次世代を見据

た職業能力の開

発・技能の振興 

①府立高等技術専門

校の機能の充実・強

化(３つ目の・) 

 

府立陶工高等技術専門校の機能

の充実・強化について、ＡＲ・ＶＲ

といった目先の新しさだけでなく、

本物を学ぶことの重要性にも言及

すべきではないか。 

御意見を踏まえ、次のとおり修 

正いたします。 

・「京都府の伝統産業を担う人材育

成拠点である「陶工高等技術専門

校」では、本物の伝統技能を学ぶ

とともに、時代に応じた新たな技

術・技法も取り入れ、未来の京都

の伝統産業を支える人材を育成

するための機能を充実」 

・「施設内訓練における AR、VR技術

などデジタル技術を活用した新

たな訓練モデルの創造など、京都

産業の人材育成の先導的役割を

担うに相応しい機能の充実」 

Ⅵ その他関連情報 委員名簿を見ると、メンバーに若

い人が見当たらず、本プランが若い

人の意見を反映しているのか、心配

である。日本の将来を担う若い人の

意見をもっと聞いて、プランを作っ

てほしい。 

会議では、若手職員がオブザーバ 

ーとして参加したり、会議委員であ

る大学教授の御協力を得て、行政に

求める雇用対策について大学生（約

30名）からいただいた意見や、京都

ジョブパークでのアンケート調査

等を参考に、本プランを策定してお

ります。 

Ⅳ－３ 京都産業を

支える人材の育成 

地域経済を支える製造業、建設業

における技能承継・後継者育成は、

京都府の産業政策上の大きな課題

であると思われることから、この課

題への対応の柱として、技能士制度

の理解促進、技能士の活用推進と併

せて、その具体的な取組として公共

調達における技能士の活用等を明

記されたい。 

京都の優れた技能の振興と承継 

には、技能士の経済的地位や社会的

評価を向上、活用する取組を推進す

る必要があると考えております。い

ただいた御意見は今後の施策検討

の際の参考とさせていただきます。 

 

職業能力開発協会は、職業能力開

発促進法に基づき設置された法人

であり、御意見を踏まえつつ、全体
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Ⅳ－３ 京都産業を

支える人材の育成 

事業主等が行う職業訓練に対す

る支援施策や技能振興に向けた取

組の充実を図っていくため、認定訓

練校で職業訓練に携わる方々や技

能継承・後継者育成の気運の高揚に

携わる現場の技能者の意見を施策

に反映させていくための仕組みの

構築を明記されたい。 

的なバランスも考慮し、次のとおり

追記いたします。 

「事業主等が実施する職業訓練

や技能振興の充実を図るため、これ

らの事業主等が会員となって構成

される京都府職業能力開発協会と

連携し、現場の技能者等の声を反映

した取組を推進」 

 

Ⅳ－３ 京都産業を

支える人材の育成 

職業能力開発促進法に基づいて

設置されている京都府職業能力開

発協会が果たすべき役割等がこれ

までの計画で位置づけられていな

いことから、事業主等が実施する職

業訓練や技能振興の充実を図るた

め、これらの主体となる会員を有

し、中間支援機能を有する同協会の

位置づけを明記されたい。 

 


